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頑
張
り
は
地
域
に
こ
だ
ま
す
る
！

＝
戦
争
の
悲
惨
さ
、
9
条
の
大
切
さ
を
と
ど
け
よ
う
＝

迎
春
　
大
地
を
踏
み
し
め
、
地
域
に
運
動
を
！
！

北
茨

城
市

磯
原

海
岸

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

石
岡

平
和

の
会

事
務

局
長

　
山

口
　

由
夫

　
私

た
ち

の
会

は
、

県
平

和
委

員
会

が
提

起
し

た
新

聞
意

見
広

告

賛
同

者
募

集
と

、
戦

争
体

験
を

聞
く

会
を

1
2

月
8

日
に

開
く

こ

と
を

1
1

月
の

役
員

会
で

確
認

し
て

取
り

組
み

ま
し

た
。

意
見

広

告
賛

同
者

口
数

を
1

2
0

口
、

戦
争

体
験

を
聞

く
会

に
は

少
な

く
て

も
3

0
名

の
目

標
と

し
ま

し
た

。

　
・

意
見

広
告

の
取

り
組

み

　
植

田
代

表
理

事
は

、
先

頭
を

切
っ

て
奮

闘
し

ま
し

た
。

顔
の

広

い
こ

と
か

ら
県

内
一

円
か

ら
賛

同
を

得
て

早
々

と
2

0
口

を
達

成
。

私
に

「
目

標
は

到
達

し
た

か
」

と
の

問
合

せ
、

「
ま

だ
ま

だ
、

こ
れ

か
ら

。
」

と
応

え
る

と
「

そ
れ

で
は

、
も

う
一

回
り

声
を

か
け

る
。

」
と

の
力

強
い

返
事

。
私

は
、

1
1

月
2

2
日

か
ら

沖

縄
で

の
平

和
大

会
に

参
加

す
る

の
で

、
2

0
口

目
標

の
半

分
を

出
発

前
に

や
ろ

う
と

取
り

組
ん

だ
が

留
守

が
多

く
、

8
口

ま
で

。
後

は
、

帰
っ

て
か

ら
と

な
っ

た
。

帰
っ

て
か

ら
、

い
よ

い
よ

期
限

が
迫

り
、

役
員

と
力

持
ち

に
催

促
の

連
続

、
K

氏
に

は
1

0
口

で

と
い

う
の

を
1

5
口

を
要

請
、

I氏
に

は
1

0
口

以
上

を
要

請
、

施

設
長

の
方

に
は

で
き

る
だ

け
多

く
と

依
頼

、
そ

の
他

に
も

協
力

者

（
強

力
者

）
に

依
頼

。
私

も
、

何
と

し
て

も
2

0
口

の
執

念
を

も
っ

て
前

日
の

夜
ま

で
取

組
み

辛
う

じ
て

達
成

で
き

ま
し

た
。

ト
ー

タ
ル

で
個

人
口

数
が

1
4

0
口

、
団

体
が

2
口

で
し

た
。

・
戦

争
体

験
を

聞
く

会
の

取
り

組
み

　
毎

年
、

2
名

の
体

験
者

を
招

い
て

聞
い

て
き

ま
し

た
。

今
年

は
、

お
一

人
が

、
満

蒙
開

拓
青

少
年

義
勇

軍
の

方
で

了
解

を
得

た
。

も
う

お
一

人
は

、
8

月
に

急
逝

し
た

と
の

こ
と

、
果

て
さ

て
困

っ
た

こ
と

に
な

っ
た

。
既

に
、

戦
争

に
採

ら
れ

た
方

は
8

6

歳
か

ら
の

お
歳

。
色

々
と

考
え

た
結

果
、

私
が

退
職

前
に

、
職

務
で

お
世

話
に

な
っ

た
方

を
思

い
出

し
依

頼
し

た
。

こ
の

方
は

、

ニ
ュ

ー
ギ

ニ
ア

の
激

戦
地

で
の

生
存

者
。

当
日

は
、

3
5

名
の

参

加
。

講
和

を
し

て
い

た
だ

い
た

両
氏

は
、

体
験

を
通

し
て

現
憲

法

の
あ

り
が

た
さ

、
二

度
と

戦
争

は
し

て
は

い
け

な
い

、
九

条
を

し
っ

か
り

と
守

っ
て

子
孫

に
引

き
継

ぐ
重

要
性

を
語

ら
れ

た
。

　
・

感
想

記

　
石

岡
で

は
、

平
和

の
会

が
主

体
と

な
っ

て
映

画
上

映
に

取
り

組
ん

で

い
ま

す
。

戦
後

6
0

年
・

被
爆

6
0

年
に

は
「

父
と

暮
ら

せ
ば

」
を

上
映

。
今

年
は

、
「

日
本

の
青

空
」

上
映

に
取

り
組

み
ま

し
た

。
こ

う
し

た
取

り
組

み
で

多
く

の
人

と
結

び
つ

き
が

で
き

、
そ

う
し

た
こ

と

が
内

在
的

な
力

と
な

っ
て

い
る

の
か

な
と

思
い

ま
す

。

1
2

/
2

5
・

1
/
5

合
併

号



　
　

　
　

　
第
４
回
常
任
理
事
会
の
お
知
ら
せ

　
と

　
き

：
１

月
１

０
日

（
木

）
午

後
２

時
～

５
時

　
と

こ
ろ

：
い

ば
ら

ぎ
コ

ー
プ

水
戸

本
部

３
階

会
議

室

　
　

　
　

（
水

戸
市

赤
塚

．
１

階
は

ケ
イ

ハ
ウ

ス
・

菜
の

花
）

　
議

　
題

：
１

．
1

/
2

6
第

３
回

理
事

会
へ

の
提

出
議

案
の

検
討

　
　

　
　

（
秋

の
取

り
組

み
の

ま
と

め
・

県
大

会
ま

で
の

方
針

）

　
　

　
　

２
．

特
に

仲
間

づ
く

り
に

つ
い

て
　

　
　

　
　

３
．

百
里

初
午

ま
つ

り
に

つ
い

て

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
☆

　
☆

　
☆

　
　

尚
、

当
日

１
１

時
か

ら
代

表
理

事
懇

談
会

を
開

き
ま

す
．

　
　

　
　

　
　
第
３
回
理
事
会
の
お
知
ら
せ

　
と

　
き

：
１

月
２

６
日

（
土

）
午

前
１

０
時

～
午

後
３

時

　
と

こ
ろ

：
い

ば
ら

ぎ
コ

ー
プ

水
戸

本
部

３
階

会
議

室

　
議

　
題

：
１

．
秋

の
取

り
組

み
の

ま
と

め

        ２
.０

８
年

県
大

会
日

時
に

つ
い

て

　
　

  ３
.県

大
会

ま
で

の
具

体
的

な
運

動
方

針
（

特
に

仲
間

づ
く

り
）

        ４
.百

里
初

午
ま

つ
り

に
つ

い
て

        ５
.茨

城
県

憲
法

改
悪

反
対

共
同

セ
ン

タ
ー

設
立

に
つ

い
て

        ６
.そ

の
他

　

魂
魄
の
塔
の
近
く
の
海
岸
で

魂
魄
の
塔
の
近
く
の
海
岸
で

魂
魄
の
塔
の
近
く
の
海
岸
で

魂
魄
の
塔
の
近
く
の
海
岸
で

魂
魄
の
塔
の
近
く
の
海
岸
で

「
九

条
の

会
・

か
さ

ま
」

の
結

成
か

ら
2

年
た

ち
ま

し
た

。
こ

の
会

の
前

身
で

あ
る

「
平

和
と

憲
法

を
語

る
会

」
の

結
成

か
ら

数
え

る
と

3
年

に
な

り
ま

す
。

こ
の

間
つ

ぎ
の

活
動

を
し

て
き

ま
し

た
。

　
○

　
大

き
な

集
会

を
3

回

・
　

「
高

遠
菜

穂
子

講
演

会
「

命
に

国
境

は
な

い
」

　
2

0
0

6
年

1
月

　
約

5
0

0
名

参
加

・
　

「
い

わ
む

ら
か

ず
お

・
伊

藤
真

講
演

会
」

　
2

0
0

7
年

1
月

　
約

5
0

0
名

参
加

・
　

「
日

本
の

青
空

」
　

上
映

会
　

2
0

0
7

年
6

月
　

約
3

0
0

名

参
加

　
○

　
小

さ
な

講
演

会
や

学
習

会
（

2
0

名
～

6
0

名
く

ら
い

）
な

ど

を
9

回

　
「

ビ
デ

オ
『

憲
法

』
視

聴
会

」
「

ビ
デ

オ
『

中
東

レ
ポ

ー
ト

』
視

聴
会

」
「

雨
宮

昭
一

氏
現

代
史

講
演

会
」

「
矢

田
部

理
氏

時
局

講
演

会
」

「
神

林
昇

氏
教

育
問

題
学

習
会

」
「

谷
萩

陽
一

氏
改

憲
手

続
き

法
案

講
演

会
」

「
松

本
裕

樹
氏

マ
ス

コ
ミ

界
学

習
会

」
「

林
昭

雄
氏

世
界

一
周

報
告

会
」

「
富

満
て

い
こ

氏
満

蒙
開

拓
体

験
講

演
会

」

　
○

　
機

関
紙

の
発

行

　
　

　
機

関
紙

「
九

条
の

会
・

か
さ

ま
通

信
」

（
現

在
1

8
号

）
　

　
　

　
3

0
0

部

　
　

　
別

刷
り

「
私

も
言

い
た

い
」

（
現

在
1

2
号

）
　

3
0

0
部

　
○

　
会

の
構

成

　
  

・
世

話
人

会
：

隔
週

の
木

曜
日

（
午

後
6

時
～

9
時

）

・
役

割
分

担
：

代
表

世
話

人
3

名
、

事
務

局
3

名
、

会
計

1
名

・
呼

び
か

け
人

：
約

5
0

名

・
財

政
：

カ
ン

パ
で

ま
か

な
う

。
会

費
な

し
。

　
○

　
会

活
動

の
推

進
力

は
定

期
的

世
話

人
会

開
催

と
機

関
紙

発
行

　
世

話
人

会
の

出
席

者
は

毎
回

1
0

名
～

1
5

名
ほ

ど
で

す
。

催
し

物

の
企

画
や

そ
の

取
り

組
み

方
あ

る
い

は
時

局
問

題
を

話
し

合
い

ま
す

。

「
笠

西
平

和
の

会
」

の
メ

ン
バ

ー
も

参
加

し
て

い
ま

す
が

、
出

席
者

の
半

分
以

上
が

こ
う

い
う

運
動

に
は

じ
め

て
か

か
わ

っ
た

と
い

う
人

た

ち
で

す
。

こ
の

こ
と

が
会

の
活

動
に

新
鮮

な
風

を
吹

き
込

み
、

活
力

を
生

み
出

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

　
こ

の
新

し
い

参
加

者
が

増
え

て
い

る
要

因
が

機
関

紙
「

私
も

言
い

た
い

」
へ

の
執

筆
で

す
。

講
演

会
に

参
加

し
た

人
な

ど
に

体
験

や
意

見
な

ど
を

執
筆

し
て

も
ら

う
こ

と
で

会
の

活
動

に
親

近
感

と
一

体
感

を
も

っ
て

も
ら

い
、

そ
の

こ
と

が
世

話
人

会
へ

の
出

席
へ

と
つ

な

が
っ

て
い

く
の

で
す

。

　
○

　
会

の
課

題

　
一

番
の

課
題

は
さ

ら
に

活
動

の
幅

を
ひ

ろ
げ

る
こ

と
で

す
。

若
年

層
の

護
憲

派
、

保
守

系
の

護
憲

派
に

呼
び

か
け

、
会

活
動

に
広

が
り

を
求

め
た

い
で

す
。

　
○
　
当
面
の
大
目
標

○
　
当
面
の
大
目
標

○
　
当
面
の
大
目
標

○
　
当
面
の
大
目
標

○
　
当
面
の
大
目
標

　　 　　　
33 333
月月 月月月
1616 161616
日日 日日日
（（ （（（
日日 日日日
）） ）））
のの ののの
「「 「「「
アア アアア
ーー ーーー
ササ サササ
ーー ーーー
・・ ・・・
ビ
ナ
ー
ド
文
化
講
演
会
」

ビ
ナ
ー
ド
文
化
講
演
会
」

ビ
ナ
ー
ド
文
化
講
演
会
」

ビ
ナ
ー
ド
文
化
講
演
会
」

ビ
ナ
ー
ド
文
化
講
演
会
」

で
笠

間
公

民
館

5
0

0
席

を
満

杯
に

し
た

い
と

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。

平
和

の
会

の
み

な
さ

ま
も

ぜ
ひ

ご
参

加
を

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
鹿

行
9

条
の

会
は

、
1

2
月

2
0

日
の

実
行

委
員

会
で

、
1

2
月

2
7

日
に

署
名

活
動

を
す

る
こ

と
と

、
3

月
に

映
画

「
日

本
の

青

空
」

の
上

映
を

目
指

す
こ

と
を

決
め

ま
し

た
。

　
署

名
活

動
は

、
8

月
1

1
日

に
鹿

行
9

条
の

会
を

結
成

以
来

初
め

て
の

具
体

的
な

行
動

で
す

。
3

6
人

の
会

員
に

1
2

月
2

7
日

潮
来

市

の
ス

ー
パ

ー
セ

イ
ミ

ヤ
潮

来
店

で
午

後
6

時
か

ら
実

施
す

る
こ

と
を

通
知

し
ま

し
た

。
年

末
の

突
然

の
通

知
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
当

日
は

な
ん

と
1

6
人

も
の

参
加

が
あ

り
ま

し
た

。

　
早

速
1

階
と

2
階

の
3

ヵ
所

の
出

入
り

口
に

分
か

れ
1

時
間

で

1
0

0
筆

の
署

名
と

4
0

0
円

の
カ

ン
パ

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
1

6

人
も

の
人

数
で

署
名

活
動

を
し

た
の

は
、

他
の

署
名

活
動

も
含

め
初

め
て

の
こ

と
で

す
。

　
署

名
活

動
を

し
て

気
に

な
っ

た
こ

と
は

、
若

い
人

の
関

心
が

薄

か
っ

た
こ

と
が

あ
げ

ら
れ

ま
す

。
「

憲
法

9
条

を
守

り
ま

し
ょ

う
、

よ
り
幅
広
い
活
動
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
九
条
の
会
・
か
さ
ま

笠
西

平
和

の
会

　
　

多
崎

　
貞

夫

　
　
い
よ
い
よ
活
動
開
始

　
　
　
　
　
 鹿
行
9
条
の
会

鹿
行

9
条

の
会

　
　

　
風

間
 道

夫

日
本

を
戦

争
す

る
国

に
し

な
い

た
め

に
」

と
呼

び
か

け
て

も
「

忙
し

い
か

ら
」

と
断

る
人

が
目

立
ち

ま
し

た
。

ま
だ

、
憲

法
改

悪
の

真
の

狙
い

が
何

で
あ

る
か

の
宣

伝
が

不
足

し
て

い
る

こ
と

を
痛

感
し

ま
し

た
。

　
そ

れ
で

も
、

年
配

の
人

か
ら

は
男

女
を

問
わ

ず
快

く
署

名
い

た
だ

け

ま
し

た
。

「
孫

や
子

に
つ

ら
い

経
験

を
し

て
ほ

し
く

な
い

」
と

話
を

し
な

が
ら

の
署

名
で

し
た

。

　
　

　
　

　
　
　
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
学
習
会

　
霞

ヶ
浦

駐
屯

地
に

配
備

さ
れ

て
い

る
パ

ト
リ

オ
ッ

ト
地

対
空

ミ
サ

イ
ル

が
今

年
度

中
に

改
良

型
に

再
配

備
さ

れ
ま

す
．

イ
ラ

ク
戦

争

で
使

わ
れ

た
あ

の
ミ

サ
イ

ル
で

す
．

理
事

会
終

了
後

、
１

時
間

程

度
で

学
習

会
を

開
き

ま
す

．

　
講

師
に

は
千

葉
県

平
和

委
員

会
事

務
局

長
の

紙
谷

さ
ん

を
予

定
し

て
い

ま
す

．
理

事
以

外
の

方
は

ぜ
ひ

お
出

で
く

だ
さ

い
．

 　
　

 ２
.０

８
年

度
県

大
会

日
時

に
つ

い
て

　
　

  ３
.県

大
会

ま
で

の
具

体
的

な
運

動
方

針
（

特
に

仲
間

づ
く

り
）

        ４
.百

里
初

午
ま

つ
り

に
つ

い
て

        ５
.茨

城
県

憲
法

改
悪

反
対

共
同

セ
ン

タ
ー

設
立

に
つ

い
て

        ６
.そ

の
他


